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公立学校に「1 年単位の変形労働時間制」を導入することの不合理 

長時間労働がさらに押しつけられ
るのに、超勤は覆い隠される？！ 
前回は、労働基準法が必須としている労使協定ではなく条例制定のみで公立学校に「1 年単位の変形労

働時間制」を導入しようとする理不尽な法改正のことや、厚生労働省の通知・指針で、週の労働時間をあ

らかじめ定めておくことが困難な業務については制度を適用する余地はないとされていることなどを見ま

した。今回は、制度を導入した場合のイメージと、具体的なデメリットを見ていきましょう。 

 

 

 
 

この制度の最大の問題は、平日の勤務時間が延長されることです。しかも、他の日の業務が削減される

わけではありません。いま学校の勤務時間は 1 日 7 時間 45 分ですが、１時間延ばすと 8 時間 45 分になり

ます。労働時間が 8 時間を超えるため休憩時間 45 分を 1 時間にしないといけなくなり、例えば通常午前 8

時 15 分から午後 4 時 45 分までの勤務である場合、延長された勤務時間の終了は午後 6 時になります。「今

でも 8 時、9 時まで残っているのだから問題ない」という声があるかもしれませんが、延長した分だけ他

の日の業務を減らすというわけではなく、それどころか、所定の勤務時間が延長された分、業務が多く設

定されることにもなりかねません。民間企

業でも、変形労働時間制を導入している職

場のほうが、導入していない職場より総労

働時間が長いという結果が出ています。 

文科省の調査によると、全国の教職員の

出勤時刻の平均は朝 7 時半で、退勤は午後

7 時 1 分です。所定の勤務時間を過ぎてか

ら退勤するまでの仕事の多くは、授業の準

備等の個別に行う仕事や部活動指導など

ですが、勤務時間が 6 時までにされて、そ

こまで打合せや生徒指導などが入ると、個

別の仕事は 6時以降からになってしまいま

す。退勤時刻は午後 7 時よりさらに遅くな

ってしまうでしょう。または、仕事を持ち

帰るか、翌朝早く出勤するか。いずれにし

ても、今よりもっと勤務時間が延びてしま

うことは目に見えています。業務は減らず、

長時間労働がさらに進むのに、所定の勤務

時間を過ぎてからの勤務（超勤）は減った

ことにされてしまうのです。 

また、勤務時間が延長される部分では、

今ならやむなく持ち帰り仕事にするなど

で帰れているのが、年休などをとらないと

帰れなくなります。 
 

（次回は、強引に制度を導入しようとする理由と兵

庫県の教職員の勤務の実態を見ていきます） 

勤務時間を延ばしても、他の日の業務が減るわけではない 
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ように見える

けれど… 


